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第１回伊方町・瀬戸町合併協議会会議録 
招 集 年 月 日         平成１４年９月２７日（金） 

招 集 の 場 所         伊方町役場 ４階全員協議会室 

開会日時及び宣告 平成１４年９月２７日 午後 ２時００分 議 長 井上 善一

閉会日時及び宣告 平成１４年９月２７日 午後 ３時４０分  

会議録署名委員         得 能 鶴 利 久 世 隆 博  

会      長 井 上 善 一  

委 員 氏 名 出欠等 委 員 氏 名 出欠等

副会長 中 元 清 吉 ○ 委 員 久 世 隆 博 ○ 

委 員 得 能 鶴 利 ○ 委 員 上 田   實 ○ 

委 員 上 野   守 ○ 委 員 阿 部 道 忠 ○ 

委 員 大 星 政 人 ○ 委 員 二 宮 英 喜 ○ 

委 員 廣 瀬 秀 晴 ○ 委 員 阿 部 好 晴 ○ 

委 員 田 中 康 司 ○ 委 員 山 本 眞 平 ○ 

委 員 山 口 和 哉 ○ 委 員 宮 下   寛 ○ 

委 員 篠 川 晴 子 ○ 委 員 井戸本 昭 夫 ○ 

委 員 大 森 次 郎 ○ 委 員 石 崎 照 夫 × 

委 員 樋 田   剛 ○ 委 員 福 島 朝 行 × 

委 員 小 林 栄 喜 × 委 員 井 上 喜代男 ○ 

委 員 木 下   清 ○ 委 員 河 野 ヤヨイ ○ 

委 員 古 田 宇佐彦 ○ 委 員 藤 村 泰 昭 × 

委 員 二 宮 定 正 ○ 委 員 宮 本 敏 光 ○ 

委 員 藤 井 順 子 ○ 委 員 谷 口 利 治 × 

委 員 田 縁 柳太郎 ○ 委 員 佐々木 喜美香 ○ 

委 員 中 藤   勇 ○    

委      員 

委 員 栗 上 岳 久 ○    

顧      問 顧 問 高 門 清 彦 ×    

幹事長 畑 中 芳 久 ○ 副幹事長 清 水 博 義 ○ 
幹   事   会 

幹 事 濱 口 市 作 ○ 幹 事 森 口 又兵衛 ○ 

監 査 委 員         監査委員 桝 田 信 夫 ○ 監査委員 中 西 正 利 × 

事務局長 増 田 愛 明   

総務班長 山 本 桂 二 調整班長 坂 本 明 仁 

計画班長 三 好   要 班長補佐 河 上 芳 輝 
合併協議会事務局 

庶  務 明 神 千登勢   

会 議 次 第          別紙のとおり 

会 議 の 経 過          別紙のとおり 

傍 聴 人 の 数           ３人 
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会 議 次 第 

 １．開   会 

 ２．会長（瀬戸町長）あいさつ 

 ３．伊方町長あいさつ 

 ４．委嘱状交付 

 ５．委員自己紹介 

 ６．事務局の紹介 

 ７．確認事項 

   伊方町・瀬戸町合併協議会規約の確認について 

   伊方町・瀬戸町合併協議会規約に関する協議書の確認について 

   伊方町・瀬戸町合併協議会事務局規程について 

   伊方町・瀬戸町合併協議会財務規程について 

 ８．会議録署名人の指名について 

 ９．議事 

    報告 

    ①報告第１号 伊方町・瀬戸町合併協議会幹事会規程について 

    ②報告第２号 伊方町・瀬戸町合併協議会専門部会規程について 

    ③報告第３号 伊方町・瀬戸町合併協議会報酬及び費用弁償に関する規程につい 

           て 

    ④報告第４号 平成１４年度伊方町・瀬戸町合併協議会事業計画について 

    ⑤報告第５号 平成１４年度伊方町・瀬戸町合併協議会会計予算について 

    議案 

    ①議案第１号 伊方町・瀬戸町合併協議会会議運営規程について 

    ②議案第２号 伊方町・瀬戸町合併協議会小委員会規程について 

    ③議案第３号 伊方町・瀬戸町合併協議会小委員会設置について 

    ④議案第４号 伊方町・瀬戸町合併協議会会議の傍聴に関する要綱について 

    ⑤議案第５号 伊方町・瀬戸町合併協議会合併協議項目について 

    協議 

    ①協議第１号 合併の方式について 

    ②協議第２号 合併の期日について 

    その他 

    ①各町の現状視察について 

    ②第２回伊方町・瀬戸町合併協議会の日程について 

１０．閉   会 



 

- 3 - 

協 議 会 事 務 局 長            皆様大変お待たせをいたしました。一同御起立お願いいたしま

す。礼。御着席ください。どうもありがとうございました。 

 私は、事務局の増田です。どうかよろしくお願いいたします。 

 本日は、大変お忙しい中御参集を賜りまして、まことにありが

とうございました。 

 本日の会議は、規約第１０条の規定によりまして、出席者が過

半数に達しておりますので、この会議は成立いたしました。 

 ただいまから伊方町・瀬戸町合併協議会第１回会議を開催いた

します。 

 本日の会議は、皆様のお手元の次第に沿って進行させていただ

きますので、よろしくお願いをいたします。 

 それでは、開会に当たりまして、主催者を代表して井上会長の

ごあいさつをお願いいたします。 

井  上  会  長  それでは、ただいま御紹介をいただきました瀬戸町長の井上で

ございますけれども、開会に当たりまして一言ごあいさつを申し

上げます。 

 去る９月６日、伊方町と瀬戸町とで２町の合併協議会を設立す

るということで、その協議書に協定を締結をし、同日事務局を発

足し、今日までその作業を進めてまいりました。そして、本日第

１回目の協議会の開催ということで、それぞれの両町から１７名

の委員の皆様方に御出席を賜り、こうして開会をする運びになり

ました。 

 今日は、あいにくの雨といいますか、恵みの雨といいますか、

大変少雨の今年の夏、朝夕はだいぶ涼しくなりましたけれども、

多分農家にとりましてはもう一雨欲しいなという時期でございま

す。今日、明日と多分適当な雨が降るんじゃないかというふうに

思いますけれども、そういう中で皆様方に御出席をいただきまし

たことを冒頭感謝を申し上げたいというふうに思います。 

 御存知のように、愛媛県下７０市町村の中で、今日までに既に

１３地域、５３市町村が法定協議会あるいは任意の協議会を立ち

上げまして、その枠組みの中で協議を進めておるというのは、皆

様御案内のとおりでございます。 

 昭和３０年に新しい伊方町が発足、そして翌３１年に瀬戸町が

発足して、かれこれ半世紀近くの年月の中で、平成の大合併と言
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われる今日を迎えて、これからの２町合併に向けての協議の第一

歩を踏み出すという、そういう意味では非常に歴史的な第一歩、

記念すべき日になるんじゃないかというふうに思います。 

 この合併というのは、よく男女の結婚に例えて表現をされま

す。生まれも育ちも違う、あるいは家庭環境も違う男女がお見合

いのテーブルについて、そしてお互いの将来に対する思いや、あ

るいは２人ですばらしい家庭を築いていく上での協議をする。そ

して、その協議が整った後に婚約をし、最終的には結婚というゴ

ールを迎えると、そういう意味で言いますと、この任意の協議会

というのはお見合いのテーブルに両者がついたということになろ

うかというふうに思います。 

 それぞれの町の背景、あるいは生い立ちは違いますけれども、

その違いを乗り越えて一緒になって、町民たちのあるいはお互い

の町の幸せ、将来の発展のために英知を結集して、そして信頼関

係を築いて、そのハードルを越えていくと、そういう作業をこれ

から皆様方にお願いをするということでございます。 

 先ほど言いました１３地域、５３市町村の枠組みの中では、こ

の伊方町・瀬戸町合併協議会という２町合併は小さい合併ではご

ざいますけれども、その小さな中でお互いの町の特性、特徴を生

かしながらキラリと光る、そしてそこに生活しておる９，３００

人の町民が幸せを感じるような、そういうすばらしい合併に向け

て努力を傾けてまいりたいというふうに思います。 

 若輩者の会長ということで、これからの大事な歴史の１ページ

を飾る、この協議会を取りまとめるという大役を仰せつかってお

りますけれども、ひとつ皆様方の格別の御指導、御協力をいただ

きながら、円滑にスムーズに、そして実りある成果が得られます

ように、特段のお願いを申し上げる次第でございます。 

 本日は、お手元にございますような確認事項、協議事項、ある

いは議案と数多くの案件を協議をいただくということにいたして

おります。それぞれ資料に基づきまして、御説明を申し上げ、皆

様方の賛同を得て第一歩の協議会の成果を得たいというふうに思

いますので、どうぞよろしくお願いを申し上げまして、簡単措辞

でございますけれども、この第１回目の協議会開催に当たりまし

てごあいさつといたします。どうもありがとうございました。
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（拍手） 

協 議 会 事 務 局 長            続きまして、副会長でもあります伊方町長のごあいさつをお願

いいたします。 

中 元 副 会 長            御紹介いただきました中元でございます。 

 今日は天候の悪い中、しかも瀬戸町の皆様方におかれましては

遠路のところ、御参集をいただきまして、まことにありがとうご

ざいます。厚くお礼を申し上げます。 

 現在、我が愛媛県の７０市町村の中で、大体見込みとして１８

団体、１８市町村になろうかという、そのような傾向のようでご

ざいます。我が愛媛県は、そういう状況で現在のような状況で

も、全国での今回の市町村の合併問題での先進県に入っていくん

じゃないかなと思われるぐらい非常に早いペースで進んでいるよ

うでございます。 

 我々瀬戸町と伊方町のこの２町の合併が、どちらかというとス

タートは遅れたという感じでございますけれども、しかし境を接

している、しかも距離も非常に近い、総面積も余り大きくない、

そして歴史的にもあらゆる生活面での交流のある２町の合併でご

ざいますから、先行している団体に私は必ず追いつくであろう

と、また追い越すこともできるであろうという、そのような思い

でございます。今ほど井上町長がおっしゃられましたように、小

さくともやはり内容の充実した個性のある、そのような団体に仕

上げていきたいなという思いでいっぱいでございます。 

 我々のこの２町の合併を恐らく伊方町民も瀬戸町民も、私は期

待をしているであろうと思います。したがいまして、合併前と合

併後と当然住民は比較をするでありましょうし、またその比較を

する住民の期待に、我々は応える責務があると思っております。 

 したがいまして、お互いが互譲の精神でもって、そして視点は

合併後に向けて焦点を合わせて、この協議会の各般にわたっての

案件の整理をしていきたいと思っているところでございます。 

 我々といたしましては、本当にこの２町でもって新しい町の新

しい文化を創造していく、そのようなこの生みの努力を一汗流す

必要があるであろうと思っているところでございます。 

 新しく合併する２町ではございますけれども、協議の段階にお

いてはお互いが旧知の仲のそのような親友同士の話し合いとい
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う、あるいは近隣同士の話し合い、親戚同士の会合という、その

ようなフランクな気持ちでこの会議を進行し、そして立派な新町

を誕生させたいと思っております。どうか皆様方の広い、そして

斬新な英知でもって新町の誕生をさせていただきますことをお願

いを申し上げまして、初めての協議会に当たりましてのごあいさ

つとさせていただきます。どうか新町誕生までよろしくお願いを

いたします。（拍手） 

協 議 会 事 務 局 長            続きまして、委嘱状の交付ということでありますが、お手元に

配付させていただいております。御確認をください。配付をもっ

て、委嘱状の交付に代えさせていただきます。 

 続きまして、初めてでございますので、自己紹介ということで

お願いをいたします。 

 まず、会長さんから順次右回りでお願いいたしたいと思いま

す。 

井  上  会  長  先ほどごあいさつをさせていただきました瀬戸町の井上でござ

います。どうぞよろしくお願いをいたします。 

中 元 副 会 長            伊方町の中元でございます。少々年齢ばっかりいっております

が、よろしく御指導いただきますようにお願いをいたします。 

畑 中 幹 事 長            失礼をいたします。伊方町の助役の畑中でございます。 

 合併協議会では、幹事会がありまして、幹事長になっておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

清 水 副 幹 事 長            失礼します。瀬戸町助役の清水です。 

 畑中幹事長、私の方は副幹事長ということで、めいっぱいやら

していただきます。お願いいたします。 

得  能  委  員  伊方の得能でございます。この生みの苦しみといいますか、こ

れを皆さん方と一緒に汗を流したいと思います。どうぞよろしく

お願いをいたします。 

上  野  委  員  伊方町議会の方の上野でございます。我が町の合併特別委員会

の委員長を仰せつかっておるものでございます。よろしくお願い

をいたします。 

大  星  委  員  伊方町議会の総務文教委員長をさせていただいております大星

です。どうぞよろしくお願いいたします。 

廣  瀬  委  員  産建厚生委員長をしております廣瀬でございます。よろしくお

願いします。 



 

- 7 - 

田  中  委  員  合併懇話会の会長と商工会長ということで、田中といいます。

どうかよろしくお願いいたします。 

山  口  委  員  合併懇話会の役員というところで選任をされた山口です。よろ

しくお願いします。 

篠  川  委  員  伊方町の篠川晴子でございます。合併懇話会の副会長というよ

うなことで、今回のお役をいただいたと思っております。どうか

よろしくお願いをいたします。 

大  森  委  員  伊方町の区長会の会長をやっております大森でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

樋  田  委  員  伊方町の農業委員会の会長をしております樋田でございます。

よろしくお願いします。 

木  下  委  員  ＪＡ西宇和の木下でございます。よろしくお願いします。 

二 宮（定）委  員  伊方町民生児童委員協議会会長を仰せつかっております二宮と

申します。よろしくお願いいたします。 

藤  井  委  員  伊方町連合婦人会の藤井と申します。どうぞよろしくお願いい

たします。 

田  縁  委  員  伊方町老人クラブ連合会の会長を仰せつかっております田縁と

いいます。よろしくお願いします。 

中  藤  委  員  伊方町民生児童委員会副会長をしております中藤です。よろし

くお願いいたします。 

佐 々 木  委  員  瀬戸町の５０人委員会選出ということで来ました佐々木です。

よろしくお願いします。 

宮  本  委  員  瀬戸から来ました宮本です。よろしくお願いします。 

河  野  委  員  失礼します。女性団体連絡協議会長ということで来ました河野

ヤヨイです。よろしくお願いいたします。 

井  上  委  員  瀬戸の商工会の井上でございます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

井 戸 本  委  員  瀬戸町の教育委員会代表ということで参りました井戸本昭夫と

申します。よろしくお願いします。 

宮  下  委  員  瀬戸町の宮下と申します。この席で区長会代表ということで出

席させていただいております。よろしくお願いします。 

山  本  委  員  瀬戸町の民生委員会の会長をしております山本でございます。

よろしくお願いします。 

阿 部（好）委  員  瀬戸町５０人委員会の委員長と農業委員会の会長をさせていた
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だいとる阿部でございますが、どうかよろしくお願いします。 

二 宮（英）委  員  瀬戸町議会から選出されました二宮でございます。よろしくお

願いします。 

阿 部（道）委  員  議会の方から選出されました阿部といいます。どうぞよろしく

お願いします。 

上  田  委  員  議会選任の上田でございます。どうぞよろしく。 

久  世  委  員  瀬戸町議会の議長の久世と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

桝 田 監 査 委 員            伊方町の監査委員の桝田でございます。今回は、当協議会の監

査委員も命ぜられました。よろしくお願いします。 

栗  上  委  員  愛媛県八幡浜地方局総務福祉部長の栗上でございます。よろし

くお願いいたします。 

地 方 局 総 務 調 整 課            事務方でございますが、同じく地方局総務調整課の上田と申し

ます。市町村合併担当係長をしております。よろしくお願いしま

す。 

地 方 局 総 務 調 整 課            同じく八幡浜地方局総務調整課の和田と申します。よろしくお

願いいたします。 

濱  口  幹  事  伊方町の企画財政課の濱口と申します。幹事を務めさせていた

だきます。よろしくお願いをいたします。 

森  口  幹  事  失礼します。瀬戸町総務課の森口です。この協議会の幹事の方

を務めさせていただきたいと思います。今後ともよろしくお願い

いたします。 

総  務  班  長  伊方町から合併協議会の事務局の方に派遣されております山本

でございます。総務班担当でございます。よろしくお願いしま

す。 

協 議 会 事 務 局 長            事務局長を拝命いたしております増田です。よろしくお願いい

たします。 

調  整  班  長  失礼します。瀬戸町から合併協議会に派遣されております坂本

と申します。調整班を担当いたします。どうぞよろしくお願いい

たします。 

計  画  班  長  失礼します。計画班を担当させていただくようになりました瀬

戸町の三好要といいます。どうぞよろしくお願いいたします。 

班  長  補  佐  各班の補佐ということで、伊方町の河上です。よろしくお願い

いたします。 
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庶        務  庶務をいたします。明神です。よろしくお願いします。 

協 議 会 事 務 局 長            どうもありがとうございました。 

 それでは、これより規約第１０条の規定によりまして、会議の

進行は井上会長より進めさせていただきます。 

 なお、委員の皆様にお願いがございます。 

 会議の内容は、全部記録するため録音しております。後ほど会

議運営規程を説明することにしておりますけれども、会議の円滑

な運営に御協力いただきますように、よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは会長さん、お願いいたします。 

井  上  会  長  それでは、ただいま事務局の方から御説明がございましたよう

に、規約の定めによりこれからの議事の進行は私の方でさせてい

ただきますので、ひとつよろしくお願いをいたします。 

 まず最初に、確認事項につきまして伊方町・瀬戸町合併協議会

規約の確認について、ページ１ページから１２ページまでの伊方

町・瀬戸町合併協議会財務規程についての４件の事項につきまし

て、両町で協議をし定めたものでございますので、一括して説明

し確認いたしたいと思います。 

 事務局の方の説明を求めます。 

協 議 会 事 務 局 長            失礼します。お手元の資料４枚ほどめくっていただきまして、

ちょうど用紙の下に１ページと打ってございますが、お開き願い

たいと思います。 

 この確認事項４件につきましては、両町の合意によりまして既

に委員の皆様に説明し、御了解を得ているものでございます。細

部の説明は省略し、概要のみの説明とさせていただきます。 

 まず、１ページ伊方町・瀬戸町合併協議会規約でありますけど

も、これは設置でありますが、合併の基本的事項について協議す

るため合併協議会を設置するということで、法定の協議会に先立

ちまして事前協議を行うためのいわゆる任意協議会でございま

す。名称につきましては、第２条に規定いたしております。 

 協議事項につきましては、第３条に４項を掲げておる事項につ

いてであります。 

 ただし、協議の内容は任意とはいえ、実質的には法に準じ協議

していくものでございます。 
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 第４条からは、事務所の位置などについて組織に関することで

ございますので、また次により資料を添付いたしておりますの

で、説明いたします。 

 次のページ、２ページ、３ページもそのようなことで省略をさ

せていただきます。 

 ３ページは、９月６日から施行するということでございます。 

 ４ページをお開き願いまして、規約に関する協議書でございま

す。これは、合併協議会規約に規定する２町の長が協議して定め

る事項について協議したので、協議書を取り交わすというもので

ございます。協議して定める事項は、７件ございます。その７件

を定めた事項について、以下説明をいたしております。これは、

もうごらんになっていただいておると思いますので、朗読は省略

させていただきます。 

 ５ページまで続きます。 

 ５の２ページでありますけども、追加配付ということで今日お

手元にお配りさせていただきましたけれども、これは協議会に要

する経費の負担割合について見直しの申し出がありまして、両町

長協議の上変更することに合意いたしましたものでございます。

規約に関する協議書の一部を変更する協議書として、９月２５日

付で協議をいたしました。その内容につきましては、５でありま

すけれども、規約第１４条に規定する協議会に要する経費につい

て、これを協議会の運営に要する経費は２町が均等に負担すると

いうふうに変更をするものでございます。 

 次のページをお開き願いまして、６ページですけども、ただい

ま申し上げました協議会の組織図でございます。これも省略をさ

せていただきます。 

 ７ページにつきましては、事務局規程でございます。これは、

協議会規約第１３条２項の規定に基づきまして、協議会の事務局

に関し必要な事項を定めるものとするということでございます。 

 各条の説明を省略させていただくこととして、次のページお開

き願いまして、９ページ別表第１で、３条関係のそれぞれの各班

の分掌事務を説明してございます。 

 次、１０ページにつきましては、９条関係の公印のひな型を説

明してございます。 
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 １１ページにつきましては、その事務局の組織図を説明させて

いただいております。 

 次、１２ページをお開き願いまして、財務規程であります。協

議会規約第１７条の規定に基づきまして、協議会の財務に関し必

要な事項を定めるものとしてございます。 

 第２条では、歳入歳出予算、協議会の予算は規約の第１４条の

規定に基づきまして、伊方町、瀬戸町の負担金及びその他の収入

を歳入として協議会の事務に要するすべての経費をもって歳出を

するということでございます。これは、協議会の会長が調整して

協議会の議決を得るというものでございます。４項には、協議会

の会計年度は各地方公共団体の会計年度によると定めておりま

す。 

 以下、それぞれ細かいことを書いてございますけども、８条決

算でございますが、会長は毎会計年度終了後２カ月以内に協議会

の決算を調整し、協議会の監査委員の監査した後協議会の会議の

認定に付さなければならないと規定してあります。 

 それから、附則第２項では、協議会が設置されまして初年度に

限りまして、これは会長が予算を定めて協議会に報告し、承認を

得るものとするものでございます。後ほど説明をいたします。 

 あと各条関係の説明をいたしております。１４ページの中ほど

の別紙資料２では、この協議会の指定金融機関は、西宇和農業協

同組合伊方支店としてございます。 

 概要につきまして、以上でございます。 

井  上  会  長  ただいま事務局の方から確認事項につきまして御説明がござい

ましたが、これにつきまして何か御質疑はございませんでしょう

か。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  特にないようでございますので、以上のとおり確認されたもの

といたします。ありがとうございました。 

 次に、会議録署名人の指名をいたします。 

 会議録署名人は、各町の町長を除き各町の委員それぞれ１名ず

つ順次会長が指名させていただきたいと思いますが、よろしゅう

ございましょうか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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井  上  会  長  異議なしということで、ありがとうございました。 

 それでは、本日の会議録署名人に、伊方町の得能鶴利委員と瀬

戸町の久世隆博委員を指名いたします。 

 それでは、議事に入ります。 

 報告案件につきましては、会長が規約に基づき決定した案件

で、既に決定しているものを報告するものでございます。ページ

では、１５ページから２０ページでございます。 

 報告第１号伊方町・瀬戸町合併協議会幹事会規程についてから

報告第５号平成１４年度伊方町・瀬戸町合併協議会会計予算につ

いての５案件は、報告事項のため一括して報告させていただきま

す。 

 事務局からの説明をお願いします。 

総  務  班  長  それでは、報告案件につきまして事務局の方から御説明を申し

上げます。 

 まず、１５ページでございます。報告第１号幹事会規程でござ

います。 

 この幹事会規程につきましては、合併協議会規約第１２条第３

項の規定によりまして、協議会の中に幹事会を設けるものでござ

います。事務方の最高決定機関というふうにとらえていただいた

らと思います。所掌事務につきましては、協議会に提案いたしま

す必要な事項の協議または調整するということでございます。 

 組織につきましては、幹事会には幹事及び協議会の事務局長、

それから各班長をもって組織することにしてございます。幹事に

つきましては、以下下の方に別表第４条関係でございますが、そ

の職をもって充てるということで両町の助役、総務課長、企画財

政課長、瀬戸町では企画課長になってますが、この６名をもって

充てるということになっております。 

 役員でございますが、第４条関係での役員でございますが、幹

事長、副幹事長、一人ずつ定めるということで、先ほど自己紹介

で申し上げましたように、伊方町の助役が幹事長、瀬戸町の助役

が副幹事長ということで就任をいたしております。 

 第６条会議でございますが、幹事会は一応幹事長が招集する

と、それから幹事会に専門部会を置くということで、専門部会と

の合同での会議を開催することができるということで、会議第６
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条で定めております。 

 あと第７条、８条、９条につきましては、報告、処分、費用弁

償ということできています。施行につきましては、９月６日から

の施行ということでございます。 

 以上が幹事会でございます。 

 次のページ、１６ページでございますが、報告第２号専門部会

規程でございます。 

 この趣旨といたしましては、規約１２条第３項の規定に基づき

まして、協議会に専門部会を設けて必要な事項を定めるというこ

とでございます。所掌の事項につきましては、規約３条各号に掲

げております３項、合併にかかわります調査研究、それから新町

建設計画の作成、合併に関します事項、その他必要な事項という

ことで、専門的に協議調整するのが所掌事項でございます。 

 組織といたしましては、次の１７ページに掲げてございます

が、２町の収入役、教育長並びに課長の職をもって充てることに

しておりますので、１７ページ別表第３条関係の専門部会の委員

につきましてはお目通しをいただいたらと思います。また、専門

部会の部会数につきましては４部会を設ける予定にしてございま

す。 

 もとに戻っていただきまして、１６ページでございますが、第

４条では役員、部会長１名、副会長１名、それから５条では役員

の職務、第６条では会議ですが、会議は部会長が会議の議長にな

るとか関係職員等の出席を要請することができるというような明

記をしてございます。 

 それから、第７条では分科会でございます。設置でございます

が、専門部会の下に各組織でございますけれども、必要に応じて

分科会を設置することができるということにしてございます。こ

の分科会の関係につきましては、係長、課長補佐等の事務担当者

のレベルによりまして、調査研究をするというような分科会にな

ろうかなと思います。 

 あと８条、９条には報告、庶務関係を提示をいたしておりま

す。９月６日から施行をいたしておるところでございます。 

 次、１８ページでございますが、報告第３号報酬及び費用弁償

に関する規程でございます。 
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 これにつきましては、第１条で合併協議会の委員さんの報酬、

費用弁償について定めているものでございます。第２条で、報酬

の額でございますが、会長、副会長、委員、顧問、監査委員さん

の報酬は日額５，５００円とするということにしてます。この

５，５００円につきましては、伊方町の規程の例によるものでご

ざいます。 

 それから、地方公共団体の常勤の特別職、一般職及び議会議員

につきましては、報酬の額を支給しないということも明記をさせ

ていたただいております。 

 第３条では、費用弁償の額でございます。この費用弁償でござ

いますが、協議会の職務を委員さんが職務を行うために伊方町、

瀬戸町以外の区域に出張したときには、旅費を支給しましょうと

いうことを明記したものでございます。 

 第４条では、支給方法でございます。支給方法につきまして

は、伊方町の基準に沿って支給しようということを定めたもので

す。 

 この規程につきましては、９月６日から施行をしておりますの

で、御報告を申し上げます。 

 次、１９ページでございますが、 

 報告第４号平成１４年度伊方町・瀬戸町合併協議会事業計画に

ついて。 

 平成１４年度伊方町・瀬戸町合併協議会の事業計画を次のとお

り定めたので、報告するものでございます。 

 １４年度の事業計画につきましては、大きな項目で７項目ござ

いますが、主なものは６項目を予定をいたしてございます。１項

目、協議会、小委員会の開催、協議会につきましては月１回の開

催予定を考えております。それから、幹事会、専門部会の開催、

それから各町の現状視察ということで、後、今日の審議の最終に

その他の欄で出てきますが、各町の現状を視察いたし、公共施設

等の視察をいたしまして、それぞれの町の認識を深めていただく

というふうなことで視察をしたらどうかという、最後に提案をし

ておりますので、後ほど御審議をいただいたらと思います。 

 それから、行財政の現況調査の実施、それから合併協定項目の

協議準備、協議会だよりの発行ということで、情報公開の意味も
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含め、ページ数につきましては約４ページを目安といたしまし

て、毎月発行を予定をいたしております。 

 以上、それとその他必要な事項ということで、計画をたててご

ざいます。 

 次、２０ページから当協議会の予算でございます。 

 この予算につきましては、財務規程では協議会で議決されると

いうことになっておりますけれども、先ほど事務局長が御説明申

し上げましたように、財務規程附則に基づきまして平成１４年度

の当初予算に限り報告し承認を得るものということになっており

ますので、報告第５号で予算を定めておりますので、報告するも

のでございます。 

 次、２１ページをあけていただいたらと思います。 

 平成１４年度伊方町・瀬戸町合併協議会会計予算。 

 平成１４年度伊方町・瀬戸町合併協議会会計予算を次のとおり

定めたので、報告する。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１，０００

万円と定める。 

 ２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は第

１表歳入歳出予算による。 

 平成１４年９月２７日提出。 

 伊方町・瀬戸町合併協議会会長 井上善一 

 ということで、予算の内容につきまして御説明をさせていただ

きます。 

 ２２ページでございますが、第１表歳入歳出予算ということ

で、歳入歳出それぞれ１，０００万円ということで定めているも

のでございます。 

 次、２３ページからそれぞれの歳入歳出に伴います事項別明細

ということで、詳しくここに明記いたしておりますので、２３ペ

ージの歳入の部分から御説明をさせていただきます。 

 まず、歳入でございますが、これは両町の負担金でございま

す。一応２町均等ということになっておりますので、１，０００

万円をそれぞれ各町５００万円ずつの均等ということにさせてい

ただいております。 

 以上が歳入でございます。 
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 次のページをお開きいただきまして、２４ページから歳出にな

ります。まず、第１款といたしまして運営費でございます。運営

費の中には、今日現在の協議会の会議費関係の費用といたしまし

て、予算額３３８万２，０００円を計上をいたしてございます。

その内容につきましては、協議会・小委員会の会議費といたしま

して、委員さんの手当、費用２６名分と、それから旅費といたし

まして視察旅費ということで、１泊２日程度でございますが、委

員旅費を含まさせていただいてございます。 

 次、２項といたしまして事務費でございますが、協議会の事務

局経費になろうかと思います。 

 ３節で、職員手当でございますが、時間外勤務手当ということ

で、職員２名分の時間外手当、それから４節共済費、それから７

節賃金、社会保険料、臨時職員賃金でございますが、これは当事

務局の事務補助員の賃金でございます。 

 それから、主なものを御説明をさせていただいたらと思いま

す。 

 １１節需用費でございますが、事務局の消耗品、それから光熱

費、修繕料入れまして８０万９，０００円を計上をいたしてござ

います。 

 １２節役務費には、通信運搬費として郵便料、それから広告料

ということで、全体合わせまして３５万７，０００円を計上いた

しております。 

 それから、１３節の委託料でございますが、４８万９，０００

円でございますけれども、これはコピー機の保守でありますとか

コンピューターの保守、それから事務処理支援委託といたしまし

て本日の皆さんの御意見の会議録を作成しようということで、そ

れも見込んでございます。 

 それから、１８節備品購入費でございますが、事務用備品とい

うことでテープレコーダー、カメラ等の購入費用ということで５

２万５，０００円を計上いたしております。 

 次、めくっていただきまして、２款事業費でございますが、１

項事業推進費といたしまして、合併協議の状況などを報告すると

いうようなことで、それから住民説明会等の講師謝礼ということ

で報償費、謝金２０万円、それからそれに伴います講師旅費１０
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万円、それから需用費８８万２，０００円、印刷製本費でござい

ますが、先ほど事業計画で申し上げました毎月発行を予定いたし

ます協議会だよりの経費でございます。 

 以上、第３款予備費９万８，０００円合わせまして歳入歳出

１，０００万円の予算とさせていただくものでございます。 

 以上でございます。 

井  上  会  長  ただいま事務局から報告５件につきまして、それぞれ御説明が

ございましたが、皆様の方での御質疑がございましたら、お受け

をいたしたいと思いますが、どうでしょう。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  特に質疑がないということでございますので、事務局報告のと

おり５件の報告案件について御了承いただいたものと決定をいた

します。ありがとうございました。 

 次に、議案に入ります。 

 議案の取り扱いにつきましては、当協議会に諮って定めるとい

うことになっております。議案につきましては、５件提案を予定

をいたしております。 

 議案第１号伊方町・瀬戸町合併協議会運営規程について議題と

いたします。 

 事務局の説明をお願いいたします。 

総  務  班  長  ２６ページ、議案を朗読しまして、それぞれ御説明をさせてい

ただいたらと思います。 

 議案第１号伊方町・瀬戸町合併協議会会議運営規程について。 

 伊方町・瀬戸町合併協議会会議運営規程を別紙のとおり定め

る。 

 平成１４年９月２７日提出。 

 伊方町・瀬戸町合併協議会 会長井上善一。 

 会議運営規程（案）でございますが、２７ページをお開きいた

だいたらと思います。 

 この会議運営規程につきましては、協議会規約第１０条３項の

規程に基づきまして、会議の運営に関し必要な事項を定めるもの

でございます。 

 第２条では、基本方針といたしまして、会議は原則公開とする

と、それから委員の半数以上の賛成があるときは公開しないこと
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ができるということを規定にしております。原則として、公開す

るというのが基本方針でございます。 

 それから、３条では会長の責務ということで、会議の議長は会

長がなると、それから委員の皆様は会議に積極的に参画していた

だいて、円滑に議事運営に協力していただくということを定めて

ございます。 

 第４条では、会議の開閉ということで、会議の開会、閉会につ

いては議長が宣告する。それから、議長の許可を得た後発言をす

るということで、４条で定めてございます。 

 第５条では、表決を定めてます。会議の議事につきましては、

全会一致をもって決することが原則としてございます。それか

ら、意見が分かれた場合は、出席委員の３分の２以上の賛成をも

って決するということで、第５条で表決を定めてございます。 

 次、第６条でございますが、６条では傍聴について定めてござ

います。この傍聴の件につきましては、後ほど要綱が定めてござ

いますので、後ほど御説明をさせていただきます。 

 第７条では、会議録の調製ということで、会議録の作成につき

まして明記をいたしてございます。４号ございますが、お目通し

をいただいたらと思います。 

 第８条では、会議録の公開ということで、会議録につきまして

も原則公開するということをそこで明記をいたしております。 

 それから、第９条には規律、第１０条には関係者の出席という

ことで、会議に規程を定めるものです。この規定につきまして

は、本日議決をいただいて施行いたしまして、９月６日から適用

するものでございます。 

 次、２８ページでございますが、会議運営の申し合わせ事項と

いうことで、皆様に御確認、御検討いただいたらと思います。１

０条３項の規定に基づきまして、協議会会議の運営に関しまし

て、次の５項目につきまして定めるものでございます。 

 第１番目につきましては、会議の定期開催ということで、今年

度の会議開催日、開催時間は（１）、（２）、（３）の３項目に

わたって実施しようというものでございます。開催日でございま

すが、開催日は会長が招集するということになります。おおむね

毎月中旬ごろということにしてございます。それから、会議開催
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日に本日でございます、本日であれば次回の開催期日を通知しよ

うということでございます。これも公開の原則というような観点

から、次回の開催期日も通知しようとするものでございます。 

 会議の時間でございますが、午後開催ということにしてござい

ます。 

 開催場所につきましては、２町持ち回り開催ということでさせ

ていただいたらと思っております。本日伊方町でございますの

で、次回は瀬戸町になろうかと思いますので、そのように交互に

開催するということを定めております。 

 ２番目といたしまして、事前提案の原則ということで、協議事

項につきまして質疑、協議を行う会議の前に事前に提案を申し上

げ、説明をいたしまして、次回の会議に御確認をいただく、また

小委員会に付託するものがあれば、小委員会に付託し、次回の協

議会で小委員会から上がってきたものを御確認いただくというよ

うなことで、事前提案の原則ということで実施したらと思ってご

ざいます。 

 それから、議案の取り扱いでございますが、議案の取り扱いに

つきましては、先ほどから出ておりますので、簡単に御説明させ

ていただきます。まず、報告、議案、協議、その他ということ

で、それぞれ議案を次第の方に載せてございます。 

 まず、報告につきましては、小委員会からの付託された協議結

果を協議会に上げる際の報告案は報告として、それから会長が協

議会に諮って定める事項につきましては議案として取り扱う。合

併問題等に伴いますいろんな協議事項ございます。その協議項目

につきましては、協議として取り扱うという議案の取り扱いでご

ざいます。 

 それから、３番目につきましては会議録の調製ということで、

会議録は２名の委員が署名すると、会議録署名の選任のことを掲

げてございます。 

 それから、協議会の会議の内容につきましては、発言者の氏名

も含め全文記録を行いまして、公開するということにしてござい

ます。この公開の方法につきましては、各町の合併担当課、それ

から合併事務局で会議録を公開するというようなことにさせてい

ただいたらというふうに考えております。 
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 それから、４番目といたしましては傍聴の取り扱いということ

で、協議会、小委員会の会議は原則公開としておりますので、公

開するというふうなことを明記をいたしております。 

 それから５番目、資料の提供の取り扱いにつきましては、協議

資料、附属資料とに分類し、皆様に配付するということの明記で

ございます。 

 以上が会議運営申し合わせ事項（案）でございます。 

 以上です。 

井  上  会  長  御苦労でございました。 

 ただいまの議案につきまして、御質疑はございませんでしょう

か。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  質疑がないようでございますので、議案第１号につきまして採

決をいたしたいと思います。 

 議案第１号について御異議はございませんでしょうか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  異議なしと認めます。よって、議案第１号は原案のとおり決定

をいたしました。 

 次に、議案第２号伊方町・瀬戸町合併協議会小委員会規程につ

いて議題といたします。 

 事務局の方の説明を求めます。 

調  整  班  長  失礼します。資料は、２９ページをお願いいたします。 

 議案第２号伊方町・瀬戸町合併協議会小委員会規程について。 

 伊方町・瀬戸町合併協議会小委員会規程を別紙のとおり定め

る。 

 平成１４年９月２７日提出。 

 伊方町・瀬戸町合併協議会 会長井上善一。 

 次のページをお願いいたします。 

 小委員会規程（案）につきまして、事前に資料を配付させてい

ただいておりましたので、要点について御説明いたします。 

 まず、趣旨といたしまして、合併協議会規約第１１条第１項の

規定に基づきまして、合併協議会に小委員会を置くことができる

と規定されております。 

 同条第２項に、組織、運営、その他必要な事項は会長が会議に
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諮って定めることとなっておりますから、小委員会規程を定め、

本会議に諮るものであります。 

 第３条に規定しております委員の選任方法、構成につきまして

は、次の議案、小委員会の設置についての議案にて決定いただく

ことにしております。 

 第４条では、小委員会に委員長１名、副委員長を１名置き、委

員の互選により選任することといたしております。 

 第６条では、小委員会は会長が招集し、委員の過半数の定足数

を定めております。 

 第７条で、小委員会の審議の経過及び結果について委員長が協

議会長に報告する旨を定めております。 

 第８条はその規定、第９条は関係者の出席に対する費用弁償の

規定でございます。 

 資料３１ページをお願いします。 

 このページは、合併協議項目のそれぞれの流れについて、小委

員会との関連を図でお示ししたものです。資料右側から丸で囲ん

だ番号順に作業が行われますが、専門部会における事務的な準備

作業から始まり、幹事会では合併協議会に諮る協議事項の調整方

針の決定をいただきます。幹事会で決定された調整方針は、合併

協議会に協議事項として提案されることになりますが、本協議会

では協議項目を４つの小委員会に分けて付託することにしており

ます。このことは、委員の皆様に発言しやすい小さな組織で、よ

り深い御協議をお願いすることを目的といたしております。 

 小委員会での協議結果は、合併協議会の全体会議に委員会の報

告として提案され、全体会議で決定、確認をいただきましたら、

協議の完了となります。小委員会では、１回の会議で結論に至る

事項もあれば、継続的に期間をかけて協議をいただく事項も予想

されますので、よろしくお願いいたします。 

 以上で説明を終わります。 

井  上  会  長  どうも御苦労さんでした。 

 ただいまの事務局の説明につきまして、御質疑ございましたら

お願いをいたします。 

 宮下委員。 

宮  下  委  員  この第１条の規約の第１１条第２項とあるのは、第１項という
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ことでないですか。 

井  上  会  長  事務局。 

調  整  班  長  失礼いたします。 

 先ほど申し上げましたように、第１項で小委員会を設置するこ

とができるという規定で、この第２項というのが必要な事項を定

めるという規定ですので、必要な事項をこの規定で定めるという

ことで２項です。 

井  上  会  長  よろしいですか。 

宮  下  委  員  はい。 

井  上  会  長  ほかにございませんか。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  質疑がないようでございますので、議案第２号につきまして採

決いたしたいと思います。 

 議案第２号について採決することに御異議ございませんか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  異議なしと認めます。よって、議案第２号は原案のとおり決定

をいたします。ありがとうございました。 

 次に、議案第３号伊方町・瀬戸町合併協議会小委員会設置につ

いて議題といたします。 

 事務局の説明をお願いします。 

調  整  班  長  失礼します。資料は、３２ページをお願いいたします。 

 議案第３号伊方町・瀬戸町合併協議会小委員会設置について。 

 伊方町・瀬戸町合併協議会小委員会を別紙のとおり設置する。 

 平成１４年９月２７日提出。 

 伊方町・瀬戸町合併協議会 会長井上善一。 

 次のページをお願いします。 

 ここからは、それぞれ４つの小委員会ごとに設置要項を定めて

おりますので、それぞれ順番に御説明いたします。 

 まず、３３ページは住民小委員会の設置要綱（案）でございま

す。 

 設置及び目的といたしまして、第１条、伊方町・瀬戸町合併協

議会における協議事項のうち、次に掲げる事項について調査また

は審議を行うため住民小委員会を設置するということで、住民小

委員会の調査審議する項目を次の（１）番から（８）番まで掲げ
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ております。 

 （１）番、新町の名称、（２）番、地方税の取り扱い、（３）

番、使用料、手数料の取り扱い、（４）番、公共的団体等の取り

扱い、（５）番、行政連絡機構の取り扱い、（６）番、町字名の

取り扱い、（７）番、慣行の取り扱い、この１番から７番までは

後ほど議題として上げておりますが、協議事項の中から４つの小

委員会にそれぞれ振り分けさせていただいておりますので、後で

見ておいていただいたらと思います。 

 （８）番といたしまして、前各号に掲げるもののほか、協議会

から付託された事項ということで、これは各種事務事業の取り扱

いについて、必要な事項につきましては幹事会の決定をいただい

た後に小委員会に付託する予定ということになっております。 

 構成につきましては、第２条で次に定める委員１名で構成する

ということで、協議会規約第７条第１項第２号に定める委員各町

１名とありますが、これは議会から選出された委員各町１名とい

うことです。 

 （２）協議会規約第７条第１項第３号に定める委員各町３名と

ありますが、学識経験者のうちから３名ということでございま

す。この委員の構成につきましては、４つの委員会とも同じ構成

になっておりますので、以降省略させていただいたらと思いま

す。 

 では、３５ページをお願いいたします。行政組織小委員会設置

要綱（案）でございます。 

 ここにつきましては、行政組織小委員会の設置と調査審議を行

う項目を掲げております。 

 （１）番、事務所の位置、（２）番、特別職の身分の取り扱

い、（３）番、機構及び組織、（４）番、一部事務組合の取り扱

い、前号に掲げるもののほか協議会から付託された事項でござい

ます。 

 ３７ページをお願いします。総務小委員会設置要綱（案）でご

ざいます。 

 これは、総務小委員会として（１）番、財産の取り扱い、

（２）番、町議会議員の任期及び定数の取り扱い、（３）番、農

業委員会委員の任期及び定数の取り扱い、（４）番、一般職員の
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身分の取り扱い、（５）番、条例規則の取り扱い、（６）番、補

助金、交付金等の取り扱い、それに掲げるもののほか、協議会か

ら付託された事項を調査または審議を行うこととしております。 

 ３９ページをお願いします。企画小委員会設置要綱（案）でご

ざいます。 

 企画小委員会では、（１）番、新町将来構想の策定及び新町建

設計画の作成、（２）番、地域審議会の取り扱い、（３）番、前

各号に定めるもののほか、協議会から付託された事項を御審議い

ただくことになってます。 

 以上のように、４つの小委員会を設置するものでございます。 

 以上です。 

井  上  会  長  ただいま事務局から説明がありました小委員会の設置につきま

して、御質疑ございませんでしょうか。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  質疑がないようでございますので、議案第３号について採決い

たしたいと思います。 

 議案第３号につきまして、ただいま事務局から説明があったと

おり承認することに異議ございませんか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決定いたし

ます。 

 小委員会の設置につきまして、ただいま御承認いただきました

ので、４つの委員会の構成をいたしたいと思います。 

 構成につきましては、事前に各委員会の所属を説明申し上げ御

了承をいただいておりますので、幹事長より御報告を申し上げま

す。 

 各小委員会の所属を申し上げますので、お名前を呼ばれました

らそれぞれの委員さん方は御起立お願いをいたします。 

畑 中 幹 事 長            それでは、私の方から小委員会の委員さんにつきまして御紹介

をしたいと思います。 

 なお、一部の委員さんが欠席されておるようでございますが、

一応名前は読み上げたいと思います。 

 住民小委員会、伊方町廣瀬秀晴さん、瀬戸町阿部道忠さん、伊

方町大森次郎さん、同じく田中康司さん、同じく藤井順子さん、
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瀬戸町宮下寛さん、同じく井上喜代男さん、同じく佐々木喜美香

さん、以上８名が住民小委員会です。 

 続きまして、行政組織小委員会の方を御紹介いたします。伊方

町上野守さん、瀬戸町上田實さん、伊方町小林栄喜さん、山口和

哉さん、二宮定正さん、瀬戸町井戸本昭夫さん、山本眞平さん、

宮本敏光さん、以上の方々が行政組織の小委員です。 

 総務小委員会、伊方町得能鶴利さん、瀬戸町久世隆博さん、伊

方町樋田剛さん、木下清さん、古田宇佐彦さん、瀬戸町阿部好晴

さん、福島朝行さん、谷口利治さん、以上の方々が総務小委員会

です。 

 最後になりましたが、企画小委員会、伊方町大星政人さん、瀬

戸町二宮英喜さん、伊方町田縁柳太郎さん、中藤勇さん、篠川晴

子さん、瀬戸町石崎照夫さん、藤村泰昭さん、河野ヤヨイさん、

以上の方が企画小委員会です。 

 以上でございます。 

井  上  会  長  以上、幹事長から委員の所属について御報告がございました

が、ただいまの報告のとおり委員会の構成につきまして御了承、

御異議ございませんでしょうか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  ありがとうございました。それでは、ただいまの報告のとおり

小委員会の構成について決定させていただきます。 

 次に、ただいまの４つの小委員会の役員を選任いたしたいと思

います。 

 小委員会の役には、各町それぞれ２委員会ずつ委員長、副委員

長を選任していただきたいと思います。各町で所属する委員長の

委員会あるいは副委員長について御協議願います。 

 それでは、暫時休憩をいたします。 

                ――暫時休憩―― 

井  上  会  長  それでは、会議を再開いたします。 

 各小委員会の役員の互選が終わったようでございますので、幹

事長より報告いたします。 

畑 中 幹 事 長            それでは、委員長、副委員長さんの報告を申し上げます。 

 住民小委員会委員長、瀬戸町宮下寛さん、副委員長、伊方町田

中康司さん、行政組織の小委員会委員長、伊方町の山口和哉さ
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ん、副委員長が瀬戸町の井戸本昭夫さん、総務小委員会委員長が

伊方町の樋田剛さん、副委員長が瀬戸町の阿部好晴さん、企画小

委員会委員長が瀬戸町の石崎照夫さん、副委員長が伊方町の中藤

勇さんです。 

 以上でございます。 

井  上  会  長  ありがとうございました。 

 それでは、ただいま御報告がありました委員長あるいは副委員

長さんの就任のごあいさつをお願いいたしたいと思います。 

 あいさつは、住民小委員会の方から順次お願いをいたします。 

宮  下  委  員  瀬戸町の宮下です。８名ということで、気楽に受けました。ひ

とつ腹を割って話したいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

田  中  委  員  副委員長の伊方の田中です。ひとつよろしくお願いいたしま

す。 

山  口  委  員  行政組織小委員会ということで、割り振りで委員長になりまし

た山口でございます。よろしくお願いいたします。 

井 戸 本  委  員  続きまして、行政組織小委員会で副委員長の井戸本です。よろ

しくお願いします。 

樋  田  委  員  総務小委員会の委員長をやれということなんですが、私何分浅

学非才、その責任の重さを痛感しておるわけでございますが、幸

い委員の方、非常に立派な方ばかりでございますので、皆さん方

と力を合わせまして所期の目的達成のために努力をしたい、この

ように思いますので、よろしくお願いいたします。 

阿  部  委  員  総務小委員会の副委員長を指名されました阿部でございます。

伊方の樋田さんとはもう以前から農業委員会の方で懇意にやって

おりますので、力を合わせてこの会が成功するように頑張らせて

いただきます。 

中  藤  委  員  委員長が欠席しておりますが、企画小委員会の副委員長を務め

させていただきます中藤です。皆さんの力をかりながら、取りま

とめていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

井  上  会  長  ありがとうございました。 

 以上で小委員会の構成を終わりますけれども、各小委員会の役

員さん、あるいは委員さん方におかれましては、多大の英知を結

集して重要かつ必要な協議項目について十分な御審議、御協議を
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お願いをいたしたいと存じます。 

 続きまして、議案第４号伊方町・瀬戸町合併協議会会議の傍聴

に関する要綱につきまして議題といたします。 

 事務局の説明をお願いいたします。 

総  務  班  長  失礼いたします。 

 ４１ページをお開きいただいたらと思います。 

 議案第４号伊方町・瀬戸町合併協議会会議の傍聴に関する要綱

について。 

 伊方町・瀬戸町合併協議会会議の傍聴に関する要綱を別紙のと

おり定める。 

 平成１４年９月２７日提出。 

 伊方町・瀬戸町合併協議会 会長井上善一。 

 次のページをお開きいただいたらと思います。会議の傍聴に関

する要綱（案）でございます。 

 この要綱につきましては、会議運営規程第６条第２項の規定に

基づきまして、会長が協議会に諮って定めるものでございます。 

 第１条につきましては、傍聴について必要な事項を定めること

を明記をいたしてございます。 

 第２条につきましては、傍聴人の定員ということで、定員につ

きましては３０名、会場の都合により制限するということを明記

をいたしております。 

 第３条では、傍聴の手続、それから第４条では、傍聴席に入る

ことができない者とか、第５条では傍聴人の守るべき事項という

ことで、それぞれ第６条では次のページでございますが、会長の

許可を得なければ録音等をできないというような規定、第１０条

にわたって要綱案を作成をいたしております。 

 これにつきましては、会議の傍聴に係ります制限等守るべき事

項について制定するものでございます。これにつきましては、平

成１４年９月２７日本日から施行するということの要綱案でござ

います。 

 以上でございます。 

井  上  会  長  ただいま会議の傍聴に関する要綱につきまして事務局から御説

明がございました。これにつきまして、御質疑ございませんでし

ょうか。 
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 田中委員。 

田  中  委  員  この第２条の定員３０名というところでございますけれども、

会場の都合により制限をすることができると、制限をつけており

ますけれども、例えばもうぎゅうぎゅう詰めでも詰め込めという

ようなことにもなりかねませんし、それはその都度その都度の定

員は決めるべきじゃないのじゃないかと思うんですが、それと公

開を原則としておりますので、会場が大きい会場であれば大勢の

人が傍聴に来る可能性もあります。どうでしょう。 

井  上  会  長  事務局。 

協 議 会 事 務 局 長            これは、今委員さんがおっしゃりましたこともよくわかるんで

すけど、この要綱につきましてはもう先進のまねをさせていただ

いておりますので、これにしております。 

井  上  会  長  どうですか。 

田  中  委  員  公開を原則しておりますので、やはりあまり人数の定員を制限

したりすると、会場にもよりましょうけれども、いろいろと差し

さわりが出る可能性も出てきますし、それと例えば後半に都合に

より制限することができると書いておりますけれども、３０人定

員しとるのはいいけど３０人入れるところでせよというような声

が起こらんとも限らない。逆に、定員を定めなかったら、その会

場に応じた傍聴人でできるということになるんじゃないですか。 

協 議 会 事 務 局 長            基本的に、この会議の会場は、大きい部屋がなかなかできない

のはひとつあるんですけれども、このように録音する設備をする

必要がある。それで、伊方町の場合は今回はここでやらせていた

だいております。これは録音設備があるからなんですが、瀬戸町

の場合には町民会館ですかな、町民センターの大会議室でやるよ

うな計画をしております。そこを想定して、そのように明記をさ

せていただいております。 

 一般的な考え方で書いておりますので、あまり私の方はそうい

うようなことは議論はしてないんですけど、一応そういう考え方

で設定をさせていただいておる次第です。 

井  上  会  長  よろしゅうございましょうか。 

 ほかに質疑ございませんか。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  特に質疑がないようでございますので、本議案につきまして採
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決をいたしたいと思います。 

 原案のとおり承認することに御異議ございませんか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり決すること

といたします。ありがとうございました。 

 次に、議案第５号伊方町・瀬戸町合併協議会合併協議項目につ

いて議題といたします。 

 事務局の説明をお願いします。 

計  画  班  長  失礼します。 

 それでは、お手元の資料４４ページ目をお開きください。 

 議案第５号伊方町・瀬戸町合併協議会合併協議項目について。 

 伊方町・瀬戸町合併協議会合併協議項目を別紙のとおり定め

る。 

 平成１４年９月２７日提出。 

 伊方町・瀬戸町合併協議会 会長井上善一。 

 次に、４５ページ目をお開きください。 

 ４５ページ目の方に、合併協議会項目一覧を作成しておりま

す。協議会の任務といたしまして、この表にありますように、２

２項目についての協議項目について審議をしていただきます。 

 合併協議項目は、合併する際の２町のさまざまな条件や調整方

針のうちで、自治体の存続そのものや住民にとって極めて重要な

項目を指しておりまして、合併をする際の合併の協定項目となる

ものでございます。 

 最初に、１番から５番までについてですけども、基本的協議事

項となりまして、自治法で定められている項目です。 

 １番の合併の方式については、新設（対等）合併と編入合併と

に分かれます。 

 ２番目の合併の時期の２項目については、また後ほど協議案と

して提出させていただきます。 

 ３番目につきましては、新町の名称です。 

 ４番目としまして、事務所の位置となっております。 

 ５番目の財産の取り扱いについてですけども、町の町有財産の

土地、建物、基金等の債権、町債等の債務などについてどのよう

な取り扱いを行っているかについて協議をいただくことになりま
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す。 

 その次に、合併特例法で規定されている協議項目ですけれど

も、６項目となります。上から６番、町議会議員の任期及び定数

の取り扱い、７番、農業委員会委員の任期及び定数の取り扱い、

８番、地方税の取り扱い、９番、一般職員の身分の取り扱い、１

０番、新町将来構想の策定及び新町建設計画の策定、１１番地域

審議会の取り扱いという項目になります。 

 次に、４６ページ目をお開きください。 

 その他必要な協議項目としまして、１１項目から成ります。上

から１２番、特別職の身分の取り扱い、１３番、条例規則の取り

扱い、１４番、機構及び組織、１５番、一部事務組合の取り扱

い、１６番、使用料、手数料の取り扱い、１７番、公共的団体等

の取り扱い、１８番、補助金、交付金等の取り扱い、１９番、行

政連絡機構の取り扱い、２０番、町字名の取り扱い、２１番、慣

行の取り扱い、２２番、その他各種事務事業の取り扱いとなって

おります。 

 特に、２２番の各種事務事業の取り扱いにつきましては、合併

に伴い住民の皆さんに直接影響を与えるものなど、多数の項目の

調整を要すると考えられております。 

 以上のような２２項目について、今後委員の皆さんに御協議を

いただくということになりますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 

井  上  会  長  ただいま事務局から説明がありました合併協議項目につきまし

て、何か御質疑ございませんでしょうか。 

             〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  特にないようでございますので、議案第５号につきまして採決

いたしたいと思います。 

 議案第５号について事務局の説明のとおり決定することに異議

ございませんでしょうか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  異議なしと認めます。よって、議案第５号は原案のとおり決す

ることといたします。ありがとうございました。 

 今後この合併協議項目に沿って協議してまいりたいと思います

ので、ひとつどうぞよろしくお願いをいたします。 
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 それでは、さきの協議項目に沿って協議をさせていただきま

す。 

 協議項目の取り扱いにつきましては、法定協議会に移行してき

たとき、改めて確認をしていただくことになるわけでございます

が、基本的なものは事前に合意しておかなければなりません。今

回は、２件の案件を御提案いたしております。資料は、本日配付

しております協議資料を御覧いただきたいと思います。 

 協議事項の最初といたしまして、協議第１号合併の方式につい

てと協議第２号合併の期日について議題といたします。 

 事務局の説明を求めます。 

協 議 会 事 務 局 長            それでは、説明いたします。 

 協議第１号合併の方式について。 

 合併の方式について提出する。 

 平成１４年９月２７日提出。 

 伊方町・瀬戸町合併協議会 会長井上善一。 

 合併の方式、西宇和郡伊方町、同郡瀬戸町を廃し、その区域を

もって新しい町を設置する新設（対等）合併とする。 

 でございます。 

 これにつきましては、合併の方式でありますが、新設か編入か

につきましては、次のページに説明をいたしておりますけれど

も、基本的な事項でありまして、今後の協議の土台を成すもの

で、最優先して決める必要がございます。よろしくお願いしま

す。 

 続きまして、協議第２号合併の期日について。 

 合併の期日について提出する。 

 平成１４年９月２７日提出。 

 伊方町・瀬戸町合併協議会 会長井上善一。 

 合併の期日、合併の目標期日を平成１６年１０月１日までとす

る。 

 なお、合併期日については、改めて協議する。 

 これにつきましては、協議の進捗状況にもよりますけれども、

目標期日の設定の理由としましては、年度の中間点であるという

こと、これは町自体の事務処理が一段落している時期でもありま

す。事務事業の移行や引継ぎなど、支障が少ないのではないかと
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いう時期、もう一つは新町の体制づくりの日程、新町長の選挙で

ありますとか町議会議員の任期の話、合併特例を適用するかとか

といった話ですけども、それから三役、行政組織など、そういっ

た体制づくりの日程を考えてのことでございます。 

 もう一つは、新年度の予算編成の日程であります。通常１２月

ごろに大体予算編成方針を策定しまして、年明けから事務当局の

ヒアリングがあって、３月に議会提案するというのが通常のやり

方ですけども、初年度は少し余裕がないのかなという感じがいた

しました。 

 それから次ページ、次の２枚目になりまして、県内の動向が１

０月は非常に多いような気がいたします。そういった資料をお目

通しいただきたいと思います。 

 ５１ページには、合併特例法によります最終期限まで合併する

場合のタイムスケジュールを掲げております。こういったスケジ

ュールで、４件ほど事例があるわけですけども、こういったよう

なこと、それから次は５２、５３ページでは、ホームページによ

りまして県内の合併の動き、こういったような資料を添付させて

いただいております。 

 それから、５４ページには、Ｑ＆Ａといった資料などを参考に

していただきたいと思います。正式な合併時期の決定につきまし

ては、先ほど言いましたような協議の進捗状況など踏まえまし

て、改めて協議し決定することになると思います。よろしくお願

いいたします。 

井  上  会  長  御苦労でございました。 

 ただいま事務局より説明がありました合併の方式及び期日につ

きましての２案件は、先ほど御承認いただきました事前提案の原

則により、次回検討する議題として提案をいたしたわけでござい

ます。次回会議までに十分勉強を研究していただき、次回の協議

会で審議をお願いいたしたいと存じます。 

 以上で本日の議題の審議については終了させていただきます。 

 続きまして、その他の議題に移ります。 

 その他の事項につきまして、事務局の方から説明をお願いしま

す。 

総  務  班  長  その他でございますが、その他の１項目めといたしまして、各
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町の現状視察ということで、御提案してございます。これにつき

ましては、合併協議を進めていく上で町内の現状に理解を深める

ために、各町の公共施設等の視察をしたらどうかということでの

提案でございます。 

 視察につきましては、次回瀬戸町で開催されますけれども、こ

のときに開催町以外の委員さんに瀬戸町の公共施設等現状を見て

いただくというようなことでどうかと、いろいろと各町の現状を

知ってもらうには視察した方がいいんではないかということの提

案でございます。これが、現状の視察でございます。 

 それから、２項目めには第２回の伊方町・瀬戸町合併協議会の

日程でございますが、５５ページに次回の日程につきまして載せ

てございます。会議の運営に申し合わせによりまして、事前周知

ということで次回の日程を明記するものでございます。次回は、

瀬戸町役場で１０月２５日金曜日午後２時から開催いたしたいと

思います。 

 以上、その他でございます。 

井  上  会  長  その他で、今事務局の方から説明がありましたように、現状の

視察と次回開催期日の２件につきまして御説明がございましたけ

れども、どうでしょう。今事務局の説明のような方向で調整を

し、進めるということでよろしゅうございましょうか。 

             〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

井  上  会  長  それでは、当日原子力防災訓練と２５日というのはバッティン

グするというようなこともあるようですので、その辺の視察の日

程なり、あるいは時間等また事務局の方でひとつ検討させていた

だきたいというふうに存じます。 

 以上で提案の議題をすべて終了をいたしました。 

 予定では、次回は１０月２５日瀬戸町でというような予定でご

ざいますが、多少調整も必要かというようなことでございます

が、以上をもちまして終了いたしますけれども、閉会に当たりま

して中元副会長からごあいさつを申し上げます。 

中 元 副 会 長            それでは、一言ごあいさつを申し上げます。 

 第１回目の合併協議会、本当にこの日の運営がスムーズに進み

まして、無事終了いたしましたことを本当にありがとうございま

す。先ほどごあいさつで申し上げましたように、本協議は合併後
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に視点を合わして協議をしたいという、そのような思いを持って

いますが、そのようなこの協議会の協議の進行状況を見ますと、

必ずスムーズな、合併後にしこりが残るようなことのない要領で

協議ができるんじゃないかな、新町のスタートができるのではな

いかなという、そのような思いを深くいたしました。どうか本日

のような協議が合併実現まで続きますことを心からお祈りをいた

しまして、閉会に当たりましてのごあいさつとさせていただきま

す。どうも御苦労でございました。ありがとうございました。 

協 議 会 事 務 局 長            それでは、一同御起立をお願いいたします。礼。 

 長時間にわたりましての御審議、大変お疲れさまでございまし

た。 

 以上をもちまして本日の会議の全日程を終了いたします。どう

もありがとうございました。 

井  上  会  長  どうも御苦労でございました。ありがとうございました。どう

もありがとうございました。
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